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道路施設の維持管理は人命を守る      
社会的な責任がある 
 
阪神高速技術㈱は道路施設の安心・安全
を保つ為、適切な維持管理を行っている 

                維持管理の目的 



供用年数別の状況 
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※首都高データは「首都高速道路構造物の大規模更新の
あり方に関する調査研究委員会」第５回資料より作成 

【首都高】 

（H24.4時点） 

総延長254.8kmのうち，経過年数40年以上の構造物が約30%（約80km）、30年以上が
約50%（約130km）あり、高齢化が進んでいる。 

40年以上 大阪池田線、守口線、森小路線 堺線、神戸西宮線等 
30～39年 大阪堺線、東大阪線、松原線、大阪西宮線等 
20～29年 大阪東大阪線、湾岸線、北神戸線等 
10～19年 大阪池田線延伸部、東大阪線、湾岸線、北神戸線等 
９年以下 北神戸線、神戸山手線、京都線  

（H25.3末時点） 

池田木部 

東大阪
JCT 

西石切町 
（第二阪奈） 
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神戸淡路鳴門 
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山陽自動車道 

高石 

京滋バイパス 

阪神高速グループの事業概要   路線マップ 



阪神高速技研㈱ 

H21.4.1設立 

資本金：3,000万円 

社員数：約50名 

事業内容：建設･維持管理に関するｼ
ｽﾃﾑ管理､ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務 

《料金収受》 《料金収受》 

阪神高速パトロール㈱ 

H17.1.4設立 
 （H19.4.1株式取得） 

資本金：1,000万円 

社員数：約270名 

事業内容： 
阪神高速道路の交通管理 

阪神高速サービス㈱ 

H17.8.1設立 
（H17.12.14株式取得） 

資本金：4,000万円 

社員数：約50名 

事業内容：休憩施設に係る業務受託、
駐車場の賃貸、カード事業等 

阪神高速技術㈱ 

H17.10.5設立  
（H18.3.3株式取得） 

資本金：8,000万円 

社員数：約300名 

事業内容：阪神高速道路の日常的な
保全点検・維持修繕業務全般 

阪神高速トール大阪㈱ 

H19.12.10設立 

資本金：5,000万円 

社員数：約790名 

事業内容： 
阪神高速道路の料金収受業務 

阪神高速トール神戸㈱ 

H19.12.10設立 

資本金：5,000万円 

社員数：約430名 

事業内容： 
阪神高速道路の料金収受業務 

《駐車場･PA､人材派遣､ カード事業等》 《交通管理》 《保全点検･維持修繕》 

《ｼｽﾃﾑ管理、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ》 

阪神高速道路グループの体制 



■迅速化・効率化のため、 
  定常的な維持管理業務に 
  関連する全業務を一括実施 

■定常的な維持管理業務の 
    インハウス化の必要性 
 

 ・長期間にわたる適正な品質確保 
 ・経験・ノウハウ・技術の継続的な蓄積 

道路公団民営化に合わせて、定常的維持管理業務を一括実施 
多工種（土木、電気、機械、建築、システム）にわたる専門技術会社として阪神高速技術（株）を創設 

（維持管理部門の分社化） 

グループとして一体運営 

阪神高速技術㈱の創設経緯 



『道路構造物の維持管理』『道路施設の維持管理』『情報システムの開発・保守・運用』の３つの柱から
成り立っている 

道路構造物・道路施設・情報システム
の事業領域を連携させ、 
現代にふさわしい総合力を誇る 
「道路守り（みちもり）」 
を目指す。 

点検 

補修 ＥＴＣ設備点検 

独自の「規制工事調整システム」 
「電気通信中央システム」などの活用 

阪神高速技術㈱の事業概要 



計画 

点検 

診断 

補修 

阪神高速道路㈱より業務委託を受け 計画から補修まで一括して維持管理を実施 

阪神高速道路における 
維持管理業務 

阪神高速技術㈱の事業概要 



阪神高速道路における建築物 
 

料金所  トンネル換気所 

パーキング施設 事務所 

阪神高速技術㈱の事業概要 

施設 箇所 延床面積（㎡）
料金所 167 　　　　－

パーキング施設 14 10,857
建築物 227 107,629



・事後保全が主体の単年度予算組みになっている 
・補修の頻度、優先度判定が不明確 
・補修履歴データの活用が不十分 

 管理水準の明確化 

中長期的にみると… 

・維持管理費が縮減傾向にある 
・建物の老朽化により不具合箇所が増加傾向にある 

  計画的な予算組 

なぜＦＭによる計画保全が必要なのか？ 

維持管理の現状課題 



中長期的に修繕計画を立案することで、予算を平準化し無理のない修
繕計画の立案を行うとともに、将来的に必要な改修費用を想定する                        

①予算の平準化 

建物用途や補修項目に優先順位を付け、適正な計画保全を策定する        

②補改修優先判定の確立 

事前（予防保全）に建物・設備の保全を実施し健全な状態を保つこと
で、施設の延命化を図り入居者の快適性を高める        

③施設の延命化 

ＦＭ業務を取り入れた計画保全 

経営の安定性 

客観的な判断材料の整備 

安全・安心の確保 

ＦＭ業務で目指すべきもの 



計画保全では３つの視点が重要計画保全では３つの視点が重要

最優先テーマ   予防保全・維持の視点に置く 

維持管理品質に
フォーカス 

ね
ら
い 

＊総解説 ファシリィティマネジメント 追補版  
 P６８ 図表３.１.５ 計画的な保全の戦略的展開に向けてより参照 

ＦＭ手法導入のねらい 



目標： 
グループ会社の管理建物のＦＭを自社内で実施すること
で、ＦＭに関するノウハウを蓄積し、社外へ事業展開 

当初よりインハウスでのＦＭ業務を指向 

自社管理建物の             
適切な維持保全 

ＦＭの                
ノウハウ蓄積 

ＦＭの社外展開 

 
社内コンセンサス 

計画作成 
資料作成 

 

ＦＭ導入のステップ 



FM検討業務開始 

社内体制でFM実務実行の優位性確認 

各種勉強会、研修、ヒアリングを実施 

ＪＦＭＡより関西基盤のコンサルを紹介してもらう 

社内組織でＦＭ業務の遂行といっても一歩目がわからない 

ＦＭ準備のフロー 



ＦＭ   勉強会の開催 

ＦＭ手法活用の可能性を探る 

ＦＭ会社へ業務委託す
るのではなく、プロセス・
コンサルティングを採用
し、自社でＦＭノウハウ

の蓄積を目指す 

※プロセス・コンサルティングとは、問題点を解決するため  
の手順を示し、解決までのプロセスを指導する、というコン
サルティング 
インハウスが主体的にプロセスを進める 

阪神高速が抱える計画保全をフォーカス 

ＦＭ導入の入り口は？ 



 

阪神高速技術㈱ 
FM導入推進チーム 

建築担当：7名 
電気・機械担当3名 

 一体的な実務推進 

計画保全FMコンサル支援業務 

FMコンサル 

＜コンサルティングファーム＞ 

今回の業務はシステム側との連携が欠かせない 
必要に応じ、弊社、コンサル、システムとの連 

の強化を図りながら業務を実施 

システム運用支援 

システム運用支援業務 

業務推進体制 



2011 2012 2013 2014 2015 
計画保全のしくみ 
整備・構築・検証 

計画保全の全施設展開 
施設性能の向上 

運用 
成果検証 

FM企画 

検討業務① 
STG1； 
計画保全の現状 分
析と問題点確認 
 
STG2： 
モデル2建物による

実践と中期修繕計
画策定 

検討業務② 
・計画保全の全施
設への展開 
 
・性能向上計画保
全の策定 
 

外販展開 

基本理解 
チーム編成 

学習 

外販事業へ
の戦略企画

と試行 

計
画
保
全
シ
ス
テ
ム 

稼
働 

モデル２施設 
による試行 

全建物への展開 

現状把握 

住環境性能の向上 
 ・施設利用度評価 
 ・満足度調査 

検討スケジュール（2011～2015） 



１．保全課題の体系的整理                 
⇒全国建設研修センター 研修受講 

２．弊社業務と対比したＦＭ勉強会の実施 

2011～2014年  建築物の維持・保全  建築担当5名受講 

2012年１～３月  ＦＭコンサルタント勉強会（全3回） 
       

ＦＭ手法活用の可能性を探る 

FM手法の基礎知識習得 

ＦＭ業務取り組みの経過 



４. 認定ファシリティマネジャーの取得 

2013年 建築担当者 2名取得 
       

ＦＭ手法知識の習得 

３. ＦＭ実務のヒアリング 

2012年 某地方公共団体へＦＭ実務をヒアリング  
        

ＦＭ実務の可能性の探る 

ＦＭ業務取り組みの経過 



５. 2施設をモデルとした計画保全検討業務の実施 

2012年7月～2013年3月 
 
データベースの作成 
保全項目の選定 
現地にて劣化診断 
ＦＣＩシミュレーション、中長期計画保全、単年度計画保全の策定 
 
一連の基本プロセスを実施検証 

ＦＭ構築の有用性を確認 

ＦＭ業務取り組みの経過 



6. 管理全建物を対象とした計画保全検討業務の実施 

2013年8月～現在 
 
データベースの作成 
システム運用マスタの整備 
劣化診断 
システムのカスタマイズ 
長期計画保全の策定 
 
 

全建物への展開とシステムの整備 

ＦＭ業務取り組みの経過 



ＦＭ計画保全の本格稼働  

2015年 春以降 
 
システムのカスタマイズ 
単年度計画保全の策定 
 
 
 

ＦＭ計画保全の本格稼働と成果検証 

ＦＭ業務取り組みの経過 



標準テンプレートの整備→業務の合理化推進 
標準保全項目／標準一位代価表／標準劣化診断カルテ／保全実施報告書 
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ＬＣＣ-長期修繕計画 

ａ．長期修繕計画 
年） 

c ． 単年度修繕・改修実行計画 b ． 中 期 修繕・改修 計画（５年） 

詳細劣化診断 設計 工事 

劣化 診断費用 単年度 
保全 予算 

検収 ・ 記録 工事 ・ 変更 管理 
単年度修繕・ 
改修計画 

技術的な見直し 
( 前倒し ・延期 、保 

全費用 ) 
FCI 活用 

長期 修繕 計画 
第 1 版 の取り 

まとめ 

中期 
保全予算 

長期 修繕 計画 
改訂版 の取り 

まとめ 

中期 保全項 
目 の 抽出 

LCM 支援システム 
建物台帳 

保全項目台帳 
前倒し ・ 延期 台帳 

保全実績（撤去 更新 ） 
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組
織
内
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簡易 
劣化診断 

設計 管理 

劣化 診断費用 

長期 修繕 計画 
第 1 版 の提案 

長期 修繕 計画 
改訂版 の提案 

戦略的、社会的、 
財務的な 見直し 
（ FCI 、 PI 、 NI 活 
用） 

中期 修繕・改 
修 計画 

優先度判定により全社的 
に調整して予算枠確定 

財務部門 

ａ．長期修繕計画 
(３0 年） 

c ． 単年度修繕・改修実行計画 b ． 中 期 修繕・改修 計画（５年） 

詳細劣化診断 設計 工事 

劣化 診断費用 単年度 
保全 予算 

検収 ・ 記録 工事 ・ 変更 管理 
単年度修繕・ 
改修計画 

技術的な見直し 
( 前倒し ・延期 、保 

全費用 ) 
FCI 活用 

長期 修繕 計画 
第 1 版 の取り 

まとめ 

長期 修繕 計画 
第 1 版 の取り 

まとめ 

中期 
保全予算 

長期 修繕 計画 
改訂版 の取り 

まとめ 

長期 修繕 計画 
改訂版 の取り 

まとめ 

中期 保全項 
目 の 抽出 

LCM 支援システム 
建物台帳 

保全項目台帳 
前倒し ・ 延期 台帳 

保全実績（撤去 更新 ） 
台帳 

組
織
内

 
Ｆ
Ｍ
部
門

 
サ

ー
ビ
ス
提
供

 者
 

簡易 
劣化診断 

設計 管理 

劣化 診断費用 

長期 修繕 計画 
第 1 版 の提案 
長期 修繕 計画 
第 1 版 の提案 

長期 修繕 計画 
改訂版 の提案 
長期 修繕 計画 
改訂版 の提案 

戦略的、社会的、 
財務的な 見直し 
（ FCI 、 PI 、 NI 活 
用） 

中期 修繕・改 
修 計画 

優先度判定により全社的 
に調整して予算枠確定 

財務部門 

マスタープランの策定 改修プロジェクトの計画 改修プロジェクトの実施 

＊総解説 ファシリィティマネジメント 追補版  
 P６９ 図表３.１.６ 計画的な保全の業務プロセスより参照 

計画保全の標準業務プロセス 



【STEP1】  
施設管理データの保管 
状況把握 

【STEP2】  
重点管理する保全項目 
の台帳整備 

【STEP3】  
現地劣化診断と結果 
分析 

【STEP4】  
中長期修繕計画の策定 

・保管資料の確認および不足ﾃﾞｰﾀの調査 
・補改修履歴ﾃﾞｰﾀの確認 
・予備調査ｼｰﾄ（入居者ﾋｱﾘﾝｸﾞ用）の作成 

・保全対象項目（部位、部材、管理単位等）の決定 
・標準耐用年数の決定 
・FCI基準の設定 

・現地劣化状況の情報収集 
・収集ﾃﾞｰﾀの確認、分析 
・補修の必要性(先延ばしor前倒し)判断 

・長期（30年）修繕計画の作成 
・中期（5年）修繕計画の策定 
・単年度修繕計画の策定 

モデル２施設 検討項目及び実施手順 



■モデル施設 （2施設11附属棟） 

■保全管理項目（補修重点管理項目） 
 建築：屋上防水、外壁（仕上げ・サッシ・シール）、外構 
 電気：照明 
 機械：熱源、空調、衛生、防災 

モデル２施設 概要 

施設名称 施設用途 建物名称 所在地
敷地面積
（㎡）

建築面積
（㎡）

延べ面積
（㎡） 構造 地上階数 建設年月日

築年数
（年） 都市計画区域

事務所 397.17 1540.52 RC 4 1993.8 20
車庫1 157.5 157.5 S 1 1993.8 20
車庫2 122.85 122.85 S 1 1993.8 20
倉庫1 23.2 23.2 RC 1 1993.8 20
倉庫2 9.14 9.14 CB 1 2000.3 13
電気室 45.08 45.08 RC 1 1993.8 20
事務所 136.16 247.71 RC 2 1978.9 35
倉庫1 75.97 106.6 RC 2 1996.3 17
倉庫2 9.97 9.97 CB 1 1990.3 23
危険物庫1 1.75 1.75 CB 1 1996.3 17
危険物庫2 1.75 1.75 CB 1 1996.3 17

施設B 施設基地 神戸市灘区 1221.94 準工業地域

施設A 交通基地 泉大津市 5161.7 準工業地域

施設A 施設B 



施設Ａ（附属棟６棟） 

施設Ｂ（附属棟５棟） 

2施設統合 

未更新 2017 2022 2027 2032 2037 2042

建築 

電気 

機械 

未更新 2017 2022 2027 2032 2037

建築 

電気 

機械 

2042 

未更新 2017 2022 2027 2032 2037 2042

建築 

電気 

機械 

モデル２施設による長期修繕計画（30年） 



未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

技術的見直し結果、予算を勘案し平準化 

2施設統合（附属棟１１棟） 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

■平準化による主な見直し項目 
未更新⇒２０１３，２０１４ 施設B 外壁塗装 
２０１３⇒２０１５ 施設A ボイラー更新、 施設B 小型空気調和機更新  
２０１６⇒２０１５ 施設B 事務所 外壁補修 
２０１７⇒２０１８   施設A 車庫１ 外壁補修  

       モデル２施設による中期修繕計画（5年）① 



施設Ａ（附属棟６棟） 

施設Ｂ（附属棟５棟） 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

       モデル２施設による中期修繕計画（5年）② 



施設Ａ（附属棟６棟） 

施設Ｂ（附属棟５棟） 

2施設統合 
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累計不具合額 

FCI
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累積不具合額 

FCI

2.0% 
4.1% 
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（百万） 

累積不具合額 

FCI

モデル２施設によるFCI活用を活用した財務的評価 



施設Ａ（附属棟６棟） 

施設Ｂ（附属棟５棟） 

～単年度計画～ 

仮予算： 
建築仮予算：XXXX（千円） 
機械仮予算：YYYY（千円） 
   計     ZZZZ（千円） 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

未更新 2013 2014 2015 2016 2017

建築 

電気 

機械 

モデル２施設による単年度修繕計画 

策定方法： 
施設優先度、保全管理項目別重要度等を  
総合的に判断 

単年度計画の策定 



建物用途優先度判定 建物重要度Ⅲ 建物重要度Ⅱ 建物重要度Ⅰ 

事業重要度Ⅰ 6位 3位 1位 

事業重要度Ⅱ 7位 4位 2位 

事業重要度Ⅲ 8位 5位   

対象施設 事業重要度
庁舎
受変電所
ＴＮ換気所
ＴＮ電気室
ＴＮポンプ所
ＰＡ
営業所
管理所
凍結防止施設
補修基地
維持基地
交通基地
施設基地
ポンプ所
建物電気室
機械室
料金所休憩室
分室
資料館
軸重計測室
倉庫
車庫

事業重要度Ⅰ

事業重要度Ⅱ

事業重要度Ⅲ

事業重要度 建物重要度 対象建物 建物重要度
事務所
PA
受電所
電気室
主水槽
換気所
機械室
凍結防止施設
料金所休憩室
軸重計測室
倉庫
車庫
ゴミ置場
駐輪場

建物重要度Ⅰ

建物重要度Ⅱ

建物重要度Ⅲ

モデル２施設による建物優先順位（ポートフォリオ） 

ポートフォリオ 



名称 項  目 部  位 優先順位 設置場所 設置年度 費用（千円） 

施設A 事務所 屋根・笠木 

塗膜防水_塗膜防水_4_空調機
置場 ２ 空調機置場 1993 181 

施設A 車庫１ 縦樋 塩ビ管_塩ビ管_ _車庫裏 ２ 車庫裏 1993 384 

施設A 車庫２ 縦樋 塩ビ管_塩ビ管_ _車庫裏 ２ 車庫裏 1993 335 

施設A 倉庫１ 外壁 
外部塗装_吹付 (複層塗材・Ｒ
Ｓ)_ _前庭外壁、前庭庇裏 ２ 

前庭外壁、
前庭庇裏 1993 159 

施設A 倉庫１ 縦樋 塩ビ管_塩ビ管_ _  ２   1993 69 

施設A 電気室 屋根・防水 シート防水_シート防水_R_屋上 ２ 屋上 1993 12 

施設A 電気室 縦樋 塩ビ管_塩ビ管_ _  ２   1993 79 

施設A 事務所 ｶﾞｽ湯沸器 能力 5号 屋内壁掛  ３ 湯沸室 1997 52 

施設A 事務所 ｶﾞｽ湯沸器 能力 5号 屋内壁掛  ３ 湯沸室 1993 103 

施設A 事務所 ｶﾞｽ湯沸器 能力 5号 屋内壁掛  ３ 湯沸室 1993 52 

建築 計 1,207 

機械 計 207 

合計 1,414 

施設Ａ 

モデル２施設による単年度保全項目の抽出（施設A） 

建築  

機械 



施設B 
名称 項  目 部  位 優先順位 設置場所 設置年度 2013年費用 

施設B 倉庫１ 屋根・防水 シート防水_シート防水_R_屋上 ２ 屋上 1996 307 

施設B 倉庫１ 屋根・防水 シート防水_シート防水_2_庇 ２ 庇 1996 67 

施設B 倉庫2 縦樋 塩ビ管_塩ビ管_ _  ２   1990 20 

施設B 事務所 外壁 外壁_外壁塗装_吹付（複層塗材・RS）_各階 ２ 外壁 1996 1418 

施設B 事務所 全熱交換器   ３ 宿直室② 1995 395 

施設B 事務所 天井扇   ３ 女子便所 2001 61 

施設B 事務所 天井扇 

60m3/h  VD-13Z7 - 510m3/h  VD-
23BZ7    ３ 男子便所 2001 67 

施設B 事務所 天井扇   ３ 守衛室 2001 67 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 和室 1978 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 風呂場 1978 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 男子便所 1994 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 事務所（東）① 1978 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 事務所（東）② 1978 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 事務所（西）① 1978 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 事務室（西）② 1978 136 

施設B 事務所 有圧換気扇   ３ 湯沸室 1978 136 

施設B 事務所 ｶﾞｽ湯沸器 
ｶﾞｽ瞬間湯沸器（5号）_能力 5号 屋内壁掛 
_2_流し台 ３ 流し台 2001 52 

施設B 事務所 衛生器具 

和風大便器_C755VU TV750CN 
TS116MD - C755VU S670B TS116MD 
__便所 ３ 便所 1978 75 

施設B 事務所 衛生器具 

洋風便器_C14RS TV750LR TS116MD 
- CS430 SS431BABL TS116MD _ 
_便所 ３ 便所 1978 61 

施設B 事務所 衛生器具 

洋風便器_C14RS TV750LR TS116MD 
- CS430 SS431BABL TS116MD _ 
_便所 ３ 便所 1978 61 

施設B 事務所 衛生器具 
洗面器_L830CRU TEN41AX - L525RCU 
TEN41AX__便所 ３ 便所 1978 88 

施設B 事務所 衛生器具   ３ 便所 1978 88 

建築 計 1812  

機械 計 2103 

合計 3915  

モデル２施設による単年度保全項目の抽出（施設B） 

建築  

機械 



＜劣化診断 風景＞ 

＜ミーティング 風景＞ 

モデル２施設による実施風景 



業務プロセスを経て 

•計画保全の業務プロセスを社内で理解し、共有することがで
きた 

•計画保全の一連の流れの業務量の把握が出来た 
•グループ内、社内においても計画保全の重要性が伝わった 

苦労点 
•建築・電気・機械職の職種を超えた調整が大変 
•自前で劣化診断を行うにあたり、事前準備→劣化診断→  
診断入力と想像以上の労力がいる 

モデル２施設でのFM取り組みの所感 



プロセス1：長期修繕計画（60年）の策定 

データの整備、システム登録 

長期修繕計画の策定・検証 

 未更新費用の把握 
プロセス2：中期修繕計画（5年）の策定 

直近5年の保全項目を抽出 

劣化診断が必要な 
保全項目の抽出 

劣化診断後、システム登録 

2014年度の具体的業務フロー（プロセス１、プロセス2） 



プロセス3：中期修繕計画（5年）の平準化 

中期修繕計画の技術的見直し 

優先度判定による平準化 

中期修繕計画（第2版）の策定 プロセス4：施設状態の指標化 

建物復成価格の精査 

ＦＣＩシミュレーション 

グループ会社内で合意を図り 
財務的見直しを反映した 

中期修繕計画（第3版）の策定 
FCIの検証には精度のある
復成価格の設定が不可欠 

2014年度の具体的業務フロー（プロセス3、プロセス4） 



   【データ蓄積機能】 
 
  
日常点検保守管理機能 
図面データ 

 

 
  FM業務には実績・信頼性のあるＬＣＭ支援システムの導入が必要不可欠 
 
 
   

既存            

保守システム 

新規       

ＬＣＭ     
保全システム 

  
  【マネジメント機能】 
 
  長期修繕計画展開 
  計画シミュレーション 
  FCIシミュレーション 
  劣化診断支援 

 

新規保全システムの導入 



竣工図書等のない建物のデータ整備 

①建物台帳の整備 

設備系専門職は所属しているが、それぞれ独自の維持管理手法を 
実践しているため、業種間の組織を超えたトータル的な管理が必要 

②設備系（電気・機械）専門職との協業 

新規路線拡大に伴う新設建物、大規模改修建物のデータ更新作業の 
定常業務化 

③新設建物・改修建物のデータ更新 

今後の課題 



目指す効果 目的 2015年目標 

A) 建替工事の回避 
計画的な補修実施 

B) 工事量の分散平準化
と安定確保 

①  良好な施設整備 

②  維持管理システムの 
    構築運用 

 

A) 建築・設備工事の 
統括管理 

B) 道連れ工事で効率化 

 

 
① 工事区分を業務部門別

から建物別へ 

② 同時施工連携１００％ 

計画保全の適正化 

業務実施体制 
の革新 

外販業務への展開 
① 計画保全手法の実践に

よるノウハウの蓄積 
A) 新規事業の拡充 

 各建物に計画保全システムを展開し、 
 2015年までに高水準のマネジメント体制を構築する 

目指す姿 



社内の取り組み 

• 日常業務のある中でＦＭ業務の取り組みはパワーを要するが、
チームの志しが高くモチベーションを維持することが出来ている 

• 経営層からの理解もあり、比較的スムーズに業務ができている 
 

今後のＦＭ 
• ＪＦＭＡの推奨する計画保全は優位性を感じる 
• 今後公共施設、また民間施設共に老朽化が進んでいき、ＦＭは重
要なキーワードであり、施設保全のシステム作りは重要である 

• 今後、他機関とも情報共有を図りながらＦＭを盛り上げていければ
と思う 

           本プロジェクトに取り組んだ所感 



問い合わせ先： 
阪神高速技術㈱工事部 工事課 宇佐  
yukio-usa@hex-eng.co.jp 
http://www.hex-eng.co.jp/index.html 
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